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中村晋也美術館
（高さ）93cm × （幅）30cm × （奥行）30cm

　毎週土曜日の午後７時を過ぎると、日
本語教室にはスリランカ、インドネシア、
アメリカなど多様な国籍の人が集まりま
す。初級から上級までの３つのクラスに
分かれ、日常生活に必要な日本語を学び
ます。服部さんは、「買い物や病院で困ら
ないようになれば生活はぐっと楽にな
る。ここに来れば仲間ができ、交流が広
がります」と語ります。雨の日も暑い日
も、自転車で通う受講生の姿に胸を打た
れることも多く、「修了後にスタッフとし
て運営を手伝ってくれた人もいるんです
よ」と目を細めます。
　活動の始まりは、広報亀山で見つけた
研修の参加でした。見学を経てスタッフ
となり、気づけば16年目。代表として４年
目を迎えた今も、「外国の人に日本語を
教えることが純粋に楽しくて続けてこら
れた」とほほ笑みます。教室では、読み書
きの学習だけでなく、蛍の観賞や七夕、

　

習字など日本文化に触れる活動も実施。
習字作品は図書館に展示され、今年は
作品とともに出身国や仕事を紹介したい
と新たな展望を描きます。「もし自分が外
国で暮らしたら、きっと言葉で苦労する
はず。だからこそ、その壁を越える手助け
をしたい」と力を込めます。
　「亀山に日本語教室があることをもっ
と知ってほしい。どなたにも気軽に来て
もらえたら」と語る服部さん。その想い
は、誰もが安心して暮らせるまちづくり
への力強い一歩です。日本語を教えてく
れるボランティアも募集中です。気軽に
見学にお越しください♪

服部 さとみさん
（住山町）

「今年も桜を見られましたね」
　99歳の誕生日を迎えた道子夫人と笑
みを交わしたのは昨年３月。それから間
もなくして夫人は清らかな世界に旅立た
れました。この像は在りし日の道子夫人
をモデルに制作された作品です。小鳥の
ヒナをそっと手に乗せ佇む姿からは、慈
愛と優しさがあふれています。
　４月、一周忌の法要が終わると、仏壇
の横にこの像がそっと置かれていまし
た。おもかげの像は、毎朝手を合わせる
100歳間近の中村晋也を優しくほほ笑
んで見守っています。
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